
（1）4月号（№264）平成26年 4月15日発行（毎月１回15日発行）� 平成２年１月18日第３種郵便物認可

京 都 の 智 恵 を 日 本 に 活 か す。
二 ノ 湯 智 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.ninoyusatoshi.com

えとす（Ethos）とは、文化や習慣を意味し、豊
かな精神をはぐくみ、平和を希望する言葉で
す。  題字：栢木寛照

発行人：二ノ湯 智
国会事務所 
〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 
参議院議員会館921号室 
TEL.03-6550-0921 FAX.03-6551-0921

〒615-0062  京都市右京区西院坤町2 
ハウスドゥ四条ビル601 
TEL.075-315-2228 FAX.075-315-2310

発行所：みんなで政治を考える会

年間購読料　1,200円（一部100円）
第３種郵便物認可　平成２年１月18日
口　座　01000-4-62360

4月 号
平成26年
No.264

恒 心

★
3
月
末
、
湯
浅
叡
子
女
史（
千
里
文
化
財
団
顧

問
）が
亡
く
な
っ
た
。
湯
浅
さ
ん
を
知
る
人
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
湯
浅
さ
ん
は
日
本
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
女
性
の
草
分
け
で
あ
っ
た
。
日

本
人
女
性
と
し
て
珍
し
く
、
長
身
で
、
し
か
も

美
貌
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
存
在
で
あ
っ
た
。
晩
年
に
は
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
の
理
事
長
も
務
め
ら
れ
た
。
★
同
志

社
大
学
を
卒
業
、
発
足
間
も
な
い
京
都
市
観
光
協
会
に
就
職
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
現
地
で
雑
誌
の
記
者
を
務
め
た
。

昭
和
40
年
の
初
め
、
日
本
で
最
初
の
国
際
会
議
場
が
京
都
市

左
京
区
の
宝
が
池
に
建
設
さ
れ
た
。
湯
浅
さ
ん
は
初
代
館
長

の
高
山
義
三
氏
に
起
用
さ
れ
、
開
館
の
準
備
に
敏
腕
を
振
る
っ

た
。
★
私
は
開
館
後
、
会
議
場
に
奉
職
、
湯
浅
さ
ん
の
部
下

と
し
て
厳
し
く
指
導
さ
れ
、
鍛
え
ら
れ
た
。
時
に
は
反
発
さ

え
覚
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
個
性
を
尊
重
し
、

職
場
で
自
由
に
活
動
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
。
人
生
に

お
け
る
恩
人
の
一
人
で
あ
る
。
★
湯
浅
さ
ん
の
世
代
は
、
た
と

え
能
力
が
あ
っ
て
も
、
女
性
の
職
場
は
限
ら
れ
、
随
分
と
苦

労
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
能
力
が
十
分
に
生
か
さ
れ
る
機
会

が
な
く
、
当
時
の
大
卒
の
女
性
は
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
日
本
の
社
会
は
様
変
わ
り
し

た
。
★
女
性
の
社
会
進
出
は
め
ざ
ま
し
い
。
官
で
あ
れ
、
民

で
あ
れ
、
女
性
の
活
躍
が
目
立
つ
。
そ
れ
で
も
女
性
が
結
婚

し
、
出
産
し
て
働
き
続
け
る
の
に
、
日
本
社
会
は
ま
だ
ま
だ

障
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
若
い
女
性
の

多
く
が
、
出
産
を
機
に
、
子
育
て
の
た
め
に
退
職
し
、
職
場

に
復
帰
し
な
い
人
が
多
い
。
★
国
家
と
し
て
、高
学
歴
で
若
い
、

能
力
の
あ
る
女
性
を
眠
ら
せ
て
お
く
の
は
大
き
な
損
失
で
あ

る
。
そ
こ
で
安
倍
首
相
は
、
第
3
の
矢
で
あ
る
成
長
戦
略
の

中
に
、
女
性
が
積
極
的
に
行
動
し
、
活
躍
出
来
る
政
策
を
確

実
に
実
行
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
子
育
て
と
女
性
の
能
力

の
活
用
が
両
立
出
来
る
職
場
環
境
を
ぜ
ひ
作
っ
て
貰
い
た
い
。

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
変
更
問
題
が
漸
よ
う
やく
現
実
の
政
治
問
題
に
浮

上
し
て
き
た
。
か
つ
て
な
ら
国
会
議
事
堂
を
二
重
、
三
重
に
デ
モ
隊

が
取
り
囲
み
、
解
釈
変
更
を
絶
対
許
す
な
と
い
う
シ
ユ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
が
響
き
渡
り
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
と
な
る
永
田
町
。
デ
モ
隊
の
姿

も
な
く
、
周
辺
は
意
外
と
穏
や
か
で
、
国
会
の
中
で
戦
後
最
大
の
安

全
保
障
問
題
を
議
論
し
て
い
る
感
じ
が
少
し
も
し
な
い
。
よ
く
言
え

ば
国
民
が
成
熟
し
て
き
た
証
拠
、
悪
く
言
え
ば
平
和
ボ
ケ
で
無
関
心

と
言
え
な
く
も
な
い
。
1960
年
の
安
保
改
定
反
対
の
デ
モ
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
反
対
運
動
を
知
っ
て
い
る
世
代
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
人
の
政
治

に
対
す
る
無
関
心
さ
が
心
配
に
な
る
。
た
だ
か
つ
て
の
超
大
国
ア
メ

リ
カ
の
力
の
減
退
、
中
国
の
台
頭
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
考
え
る
と
、

平
和
憲
法
さ
え
あ
れ
ば
、
日
本
は
安
全
だ
、
平
和
だ
と
言
っ
て
お
れ

な
い
の
も
現
実
で
あ
る
。
国
民
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
大
き
な
反
対
の
声

が
挙
が
る
の
を
百
も
承
知
で
、
日
本
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
集
団

的
自
衛
権
問

題
に
真
正
面
か

ら
挑
む
安
倍
首

相
を
評
価
す
る

声
も
多
い
。
自

民
党
は
総
裁
直

属
機
関
で
あ
る

「
安
全
保
障
法

制
整
備
推
進
本

部
」を
設
置
し
、

全
議
員
対
象
に

集
団
的
自
衛
権

の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
3

月
31
日
か
ら
議

論
を
始
め
た
。

初会合での高村副総裁第2回の講師を務める石破幹事長

一
部
に
解
釈
変
更
に
慎
重
な
意
見

集団的自衛権の行使容認で議論始まる
自民執行部全議員に理解を求める

集団的自衛権の行使容認で議論始まる
自民執行部全議員に理解を求める
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事
務
局
長
に

二
之
湯
武
史
参
議
員

日本食文化普及推進議連が発足

傍は
た
め目
か
ら
見
て
、
一
見
派
手
で
、
経
済
的
に
豊
か
な
感
じ
の
国

会
議
員
。
中
味
は
火
の
車
で
、
自
転
車
操
業
の
人
が
多
い
。
政
治

活
動
資
金
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
の
生
活
資
金
も
窮
屈
な
の
が
現
実

の
議
員
の
姿
で
あ
る
。
し
か
も
、
平
成
18
年
4
月
、
国
会
議
員
年

金
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
年
金
受
給
資
格
の
あ
る
議

員
は
と
も
か
く
、
新
し
い
議
員
は
国
民
年
金
だ
け
で
あ
り
、
落
選

し
た
り
、
辞
め
た
り
し
た
ら
、
前
議
員
と
し
て
の
付
き
合
い
は
出

来
な
い
し
、
将
来
の
生
活
設
計
す
ら
立
て
ら
れ
な
い
。
年
金
制
度

が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
、
8
年
余
り
が
経
過
し
た
。
民
主
党
議
員
か

ら
も
、
年
金
制
度
を
考
え
て
欲
し
い
と
の
打
診
が
自
民
党
に
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
自
民
党
総
務
会
で
も
年
金
制
度
を
前
向
き
に
検

討
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
地
方
議
員
の
年
金
制
度
も
平

成
23
年
6
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
経
済
事
情
は
地
方
議
員
も
同
様

で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
、
地
方
議
員
の
方
が
、
深
刻
か
も
し
れ
な

い
。
参
議
院
自
民
党
議
員
団
で
は
、
国
会
、
地
方
議
員
の
年
金
問

題
を
検
討
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
去

る
4
月
9
日
に
第
1
回
会
合
を
開
き
、
座
長
に
二
之
湯
智
、
事
務

局
長
に
小
泉
昭
男（
神
奈
川
選
挙
区
）を
選
出
し
た
。
今
後
1
週
間

に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
、
先
ず
地
方
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
、
来
年
執
行
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
ま
で
に
は
、
新
し
い

年
金
案
を
ま
と
め
る
方
針
を
決
め
た
。
2
回
目
は
全
国
市
議
会
議

長
会
、
全
国
町
村
議
長
会
の
共
済
担
当
者
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
1
回
目
の
会
合
で
、
各
メ
ン
バ
ー
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
国
民
の
政
治
参
加
を
促
す
た
め
に
も
何
ら
か
の
補
償
は
必
要
。

☆
議
員
に
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
た
め
に
は
、
将
来
に
対
す
る
補

償
を
し
っ
か
り
や
る
べ
き
。
☆
何
ら
か
の
補
償
制
度
が
な
け
れ

ば
、
政
治
参
加
は
難
し
い
。
☆
裕
福
な
人
だ
け
で
な
く
広
く
国
民

か
ら
政
治
に
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
大
事
。
☆
政
治

家
の
活
動
は
も
っ
と
厚
く
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
べ
き
。
普
通
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
も
志
が
あ
れ
ば
政
治
家
に
な
れ
る
よ
う
な
制
度
は
必

要
。

●
議
員
年
金
を
復
活
さ
せ
、
国
民
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
か
。

☆
い
っ
た
ん
廃
止
し
た
も
の
を
復
活
さ
せ
る
に
は
大
義
が
い
る
。

☆
一
度
な
く
し
た
も
の
を
復
活
さ
せ
る
の
は
相
当
の
理
論
武
装
が

必
要
で
あ
る
。
☆
議
員
年
金
の
復
活
は
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
。
☆
国
民
か
ら
議
員
年
金
は
お
手
盛
り
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
☆
職
に
見
合
っ
た
年
金
、
健
康
保
険
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
国
民
か
ら
批
判
を
浴
び
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
☆
行
財
政
改
革
で
議
員
の
待
遇
が
悪
く
な

り
、
良
い
人
材
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
の
思
い
が
あ
る
半
面
、

国
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
か
と
の
思
い
も
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
議
論
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
議
員
年
金
の
復
活
を
国
民
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
土
壌
づ
く
り

が
必
要
。

☆
国
民
か
ら
議
員
活
動
が
胡
散
臭
く
思
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

払
し
ょ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
☆
議
員
は
胡
散
臭
い
、
お
金

に
汚
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
議
員
で
あ
る
こ
と
を
社
会
か

ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
仕
事
に
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
大
衆
迎
合
を

す
る
人
が
生
ま
れ
る
。
☆
第
2
の
河
村
た
か
し
を
生
ま
な
い
よ
う

な
状
況
を
作
る
こ
と
が
必
要
。
☆
国
民
か
ら
議
員
年
金
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
土
壌
づ
く
り
が
大
事
で
あ
る
。

●
そ
の
他

☆
特
権
的
な
制
度
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
何
ら
か
の
保
険

制
度
に
入
れ
る
方
法
は
な
い
の
か
。
☆
秘
書
は
年
金
に
加
入
し
て

い
る
が
、
雇
用
主
で
あ
る
国
会
議
員
が
無
年
金
と
い
う
の
は
矛
盾

し
て
い
る
。
☆
ア
メ
リ
カ
は
議
員
活
動
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
。
年
金
だ
け
の
議
論
に
絞
る
の
で
は
な
く
、
議
員
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
全
体
を
含
め
た
ほ
う
が
議
論
し
や
す
い
。
☆
県
会
で
議

員
年
金
が
廃
止
に
な
っ
た
の
は
、
国
会
の
道
連
れ
と
の
思
い
が
強

い
。
県
会
は
被
害
者
と
の
思
い
が
強
い
。

去
る
3
月
28
日
、
参
議
院
会
館
に
お
い
て
、「
日

本
食
文
化
普
及
推
進
議
員
連
盟
」
の
設
立
総
会
が
行

わ
れ
た
。
昨
年
、
和
食
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
以
前
か
ら
日
本
食
文
化

の
海
外
普
及
に
尽
力
し
て
い
た
二
之
湯
武
史
参
議
院

議
員（
滋
賀
選
挙
区
）ら
が
中
心
に
な
り
議
員
連
盟
の

設
立
に
奔
走
。
当
初
の
想
定
を
大
き
く
超
え
る
112
人

の
自
民
党
国
会
議
員
が
入
会
し
、
議
員
連
盟
が
発
足

し
た
。
総
会
で
は
、
山
東
昭
子
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
役
員
、

そ
し
て
規
約
が
承
認
さ
れ
た
後
、
名
誉
会
長
に
就
任
し
た
安
倍

晋
三
首
相
が
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
駆
け
つ
け
、
海
外
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
披
露
し
た
。
当
議
員
連
盟
で
は
、
日
本
食
文

化
の
戦
略
的
海
外
発
信
、
農
産
物
の
輸
出
促
進
、
海
外
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
の
支
援
の
あ
り
方
、
日
本
食
に
関
す
る
人
材
育
成・

研
究
機
関
の
設
立
、
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
議
論
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
事

務
局
長
と
し
て
運
営

に
当
た
る
二
之
湯
武

史
議
員
は
、「
日
本

食
文
化
を
、
省
庁
横�

断
的
に
振
興
す
る
画�

期
的
な
取
り
組
み
だ
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
課
題
を
精
力
的
に

議
論
し
、
日
本
食
文

化
を
普
及
す
る
具
体

的
政
策
を
実
現
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

参
議
院
自
民
党
議
員
年
金
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足

左端、二ノ湯智、隣は武史、山東会長、菊乃井・村田氏
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参院総務委員会で
厳しい質問を受ける籾井NHK会長

裁判官弾劾裁判所の法廷で
記念写真を撮る裁判員

当選挨拶のため、上京した山田知事と
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山
田
啓
二
氏
、
堂
々
と
4
選
を
果
た
す

全
選
挙
区
で
共
産
候
補
に
圧
勝

26
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
、
や
っ
と
成
立

野
党
、
会
長
の
辞
任
を
要
求

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

二
ノ
湯
議
員
、

弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
に
就
任

「
こ
や
り
隆
史
後
援
会
」
入
会
の
お
願
い

7
月
執
行
の
滋
賀
県
知
事
選
挙
に
挑
戦

の
意
思
を
固
め
た
前
経
産
官
僚
の
「
こ
や
り

隆
史
」
氏
は
、
現
在
県
下
各
地
を
駆
け
回

り
、
県
民
と
の
対
話
に
汗
を
流
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
滋
賀
の
さ
ら
な
る
躍
進
を
と
頑

張
っ
て
い
る
「
こ
や
り
隆
史
」
氏
の
支
援
の

輪
を
さ
ら
に
一
層
拡
げ
る
為
に
、
是
非
と
も

後
援
会
に
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

弾
劾
裁
判
所
は
、
一
般
国
民
に
は
全
く
な
じ
み
が
な

く
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

い
や
、
議
員
の
中
に
も
、
裁
判
所
の
内
容
を
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
。
日
本
国
憲
法
第
64
条
1
項
に
、
国
会

は
、
罷
免
の
訴
追
を
受
け
た
裁
判
官
を
裁
判
す
る
た

め
、
両
議
院
の
議
員
で
組
織
す
る
弾
劾
裁
判
所
を
設
け

る
と
な
っ
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
裁
判
官
を
辞
め

さ
せ
る
か
ど
う
か
を
裁
判
す
る
裁
判
所
で
あ
る
。
裁
判

を
す
る
の
は
、
国
会
議
員
か
ら
選
ば
れ
た
14
人（
衆
議

院
議
員
7
人
、
参
議
院
議
員
7
人
）の
裁
判
員
で
構
成

Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
案
は
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
昭
和
51
、
55
年
の
2
回
、
予
算
案
が
年
度
内
に
承

認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り
例

年
、
年
度
内
に
国
会
の
承
認
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
数
年
受

信
料
収
入
も
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
悪
質
な
職
員
の
不

祥
事
も
な
く
、
国
会
承
認
の
障
害
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
思
わ
ぬ
問
題
が
前
途
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。�

1
月
25
日
の
記

者
会
見
で
籾
井

勝
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会

長
が
話
を
し
た

慰
安
婦
問
題

な
ど
の
内
容
。

発
言
内
容
は
公

正
、
公
平
な
放

送
を
行
う
Ｎ
Ｈ

さ
れ
て
い
る
。
裁
判
員
は
、
衆
参
各
議
院
に
お
い
て

国
会
議
員
の
中

か
ら
選
挙
で
選

ば
れ
る
。
二
ノ

湯
智
参
議
院
議

員
は
、
10
月
18

日
の
本
会
議
で

裁
判
員
に
選
出

さ
れ
た
。
な

お
、
裁
判
員
の

任
期
は
特
に
定

め
が
な
い
。

Ｋ
の
会
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
の
が
野
党
の
言

い
分
。
そ
の
た
め
に
、
籾
井
勝
人
会
長
は
衆
参
の
予
算

委
員
会
、
総
務
委
員
会
に
再
三
、
参
考
人
と
し
て
呼

ば
れ
厳
し
い
追
及
を
受
け
た
。
籾
井
会
長
は
し
ぶ
と
い

と
い
う
か
、
の
ら
り
く
ら
り
と
野
党
の
質
問
を
か
わ
し

て
い
た
。
さ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
最
近
、
集
金
人
が

各
家
庭
を
訪
問
し
て
集
金
す
る
方
法
か
ら
銀
行
口
座

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
切
り
替
わ
っ
て
き
て
い
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は
4
月
か
ら
消
費
税
が
5
％
か
ら
8
％
に
な
る
こ

と
を
前
提
に
、
銀
行
引
き
落
と
し
の
シ
ス
テ
ム
を
8
％

に
変
え
て
い
た
。
も
し
予
算
の
年
度
内
成
立
が
出
来
な

い
場
合
、
受
信
者
か
ら
3
％
余
分
に
貰
う
こ
と
に
な

り
、
3
％
分
を
返
す
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
作
業
は
膨
大
に
な
る
。
そ
の
上
、
年
度
内
成
立
が
出

来
な
け
れ
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
と
っ
て
約
15
億
円
の
損
失
と

な
る
。
そ
ん
な
馬
鹿
げ
た
こ
と
は
誰
も
喜
ば
な
い
。
野

党
は
籾
井
会
長
が
辞
任
し
な
い
限
り
予
算
案
に
反
対
、

最
終
的
に
与
党
自
民
、
公
明
の
賛
成
多
数
で
参
議
院

総
務
委
員
会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
案
を
採
決
し
た
。

4
月
6
日
投
開
票
さ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙
は
、
現
職
の
山
田
啓
二
氏
が
、
京
都
市

の
各
行
政
区
、
府
下
市
町
村
で
満
遍
な
く
票
を
獲
得
し
、
共
産
党
候
補
に
26
万
票
差
を

つ
け
て
、
4
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
山
田
氏
と
共
産
党
候
補
者

と
の
2
極
対
立
の
構
図
。
京
都
で
共
産
党
が
い
か
に
強
く
と
も
、
選
挙
前
か
ら
山
田
氏

の
勝
利
は
間
違
い
な
く
、
正
直
い
っ
て
、
府
民
、
市
民
の
知
事
選
挙
へ
の
関
心
は
低
か
っ

た
。
し
か
も
、
京
都
府
の
有
権
者
の
約
55
％
を
占
め
る
大
票
田
の
京
都
市
は
政
令
指
定

都
市
で
、
知
事
の
権
限
が
政
令
市
に
大
幅
に
移
譲
さ
れ
て
、
京
都
市
域
の
問
題
に
つ
い

て
、
知
事
の
権
限
が
あ
ま
り
及
ば
な
く
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
市
民
に
と
っ
て
、
身
近
な
首

長
は
市
長
で
あ
り
、
知
事
は
縁
遠
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
今
回
、
34
・
45
％

の
低
い
投
票
率
に
つ
な
が
っ
た
原
因
の
一
つ
か

も
知
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
い
ま
な
お
知
事
は

京
都
府
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
は
、

大
き
な
役
割
、
責
任
、
権
限
が
あ
る
。
4
選
を

果
た
し
た
山
田
啓
二
氏
に
京
都
府
全
体
の
躍
進

の
た
め
に
、
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。
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一
、
理
化
学
研
究
所
の
小
保
方
研
究
員
の
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｐ
細
胞
発
見
の
報
道
に
世
間
は
驚
い
た
。
日

本
人
女
性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
か
と
思
っ
た
。
1

か
月
ほ
ど
し
て
、
理
研
側
は
研
究
論
文
は
ね
つ

造
で
あ
る
と
発
表
、
そ
れ
に
対
し
小
保
方
さ
ん

は
事
実
と
反
論
、
一
体
ど
ち
ら
が
真
実
か
。

一
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
マ
レ
ー
シ

ア
航
空
機
。
ど
こ
に
墜
落
し
た
の
か
。
何
の
前

触
れ
も
な
く
、
突
如
姿
を
消
す
と
は
。
各
国
か

ら
捜
索
隊
が
出
動
、
や
っ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沖
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
ら
し
き
信
号
音
を

探
知
し
た
。
真
相
解
明
が
な
る
か
。

一
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
、

横
田
夫
妻
が
め
ぐ
み
さ
ん
の
娘
、
つ
ま
り
孫
と

面
会
し
た
。
横
田
夫
妻
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り

か
。
当
然
め
ぐ
み
さ
ん
の
消
息
が
話
題
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
夫
妻
は
娘
は
生
き
て
い
る
と
い

う
確
信
を
持
っ
て
帰
っ
て
来
た
と
思
う
。

一
、
以
前
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
な

段
取
り
の
良
さ
で
、
ク
リ
ミ
ア
で
素
早
い
住
民

投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
は
そ

の
結
果
を
待
ち
望
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
、
す

ぐ
さ
ま
ロ
シ
ア
編
入
を
決
定
し
た
。
か
つ
て
の

東
西
冷
戦
が
始
ま
る
の
か
。

一
、
大
学
時
代
の
後
半
2
年
間
、
渋
谷
区
の
ア

パ
ー
ト
に
い
た
。
民
家
を
改
造
し
た
木
造
二
階

建
て
。
二
階
に
4
部
屋
あ
り
、
東
大
、
法
政
、

日
大
生
と
私
。
先
日
、
日
大
生
の
連
絡
先
が
わ

か
り
、
45
年
ぶ
り
に
電
話
で
話
を
し
た
。
お
互

い
た
ち
ま
ち
昔
の
学
生
時
代
に
返
っ
た
。

一
、
歩
く
こ
と
は
最
も
簡
易
な
健
康
法
。
私
は

1
日
1
万
歩
を
目
標
に
し
て
い
る
。
あ
る
日
、

伊
吹
議
長
に
「
私
は
毎
日
、
1
万
歩
以
上
歩
い

て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
、
議
長
は
「
二
ノ
湯

君
、
僕
は
2
万
歩
以
上
歩
い
て
い
る
よ
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
参
っ
た
。

3
新
人
府
議
会
議
員
抱
負
を
語
る

こ
の
度
、
私
「
池
田
い
わ
た
」
は
、
皆
様
の

お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
京
都
府
議
会
議
員
に
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
急
激
な
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
こ
の
危
機
的
現
状
を
打
開
し

て
い
く
た
め
に
待
機
児
童
の
解
消
や
、
病
後
児

保
育
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
を
進
め
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
社
会
の
育
成
に
努
め
て
、

出
生
減
か
ら
出
生
増
の
社
会
へ
、
命
の
芽
生

え
、
命
の
育
み
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
た
3
選
挙
区

で
当
選
し
た
議
員
か
ら
抱
負
が
寄
せ
ら
れ
た
。

池
田
岩
太（
北
区
）

藤
山
ゆ
き
こ（
宇
治
市
、
久
世
郡
）

そ
の
さ
き
弘
道（
城
陽
市
）

多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
私
は
、
文
教
常

任
委
員
会
、
防
災
・
危
機
管
理
対
策
特
別
委
員

会
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
中
訴
え
て
き

た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
皆
さ
ま
の
安

心
安
全
の
生
活
の
確
保
に
直
結
す
る
委
員
会
だ

と
思
い
ま
す
。
ご
恩
返
し
の
た
め
に
も
、
私
が

育
っ
た
宇
治
・
久
御
山
か
ら
し
っ
か
り
と
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

京
都
府
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
選
挙
戦
で
は
、「
京
都
の
活
力
は

地
域
の
挑
戦
か
ら
始
ま
る
」
と
地
域
の
活
性
化

を
訴
え
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
商
工
農
業

振
興
等
を
通
じ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
効
果

を
地
域
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
選
出
区
で
あ
る

城
陽
市
、
そ
し
て
京
都
府
の
発
展
の
た
め
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の
発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援
いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご

賛同いただき、ご入会下さいますようお願い
申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第42回 4月28日㈪ 18時～21時

第43回 5月26日㈪ 18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　　　　（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

テーマ：『凸型西洋文化の死角』
西洋文化の根本を見直し、グローバル化について考察します


